
マヘ

平
氏
を
胃
し
、
十
六
年
六
周
二
十
日
利
常
は
幕
府
に
一
で
末
森
・
謹
沼
・
松
枝
・
八
王
子
の
諸
戟
に
従
ひ
、
文
一
闘
を
懸
け
て
利
政
を
誘
う
た
が
、
敢
へ
て
臆
じ
な
か
一
馳
せ
付
け
た
の
を
も
、
他
人
の
己
を
妨
げ
る
も
の
と

瀦
う
て
江
沼
郡
一
周
及
び
越
中
新
川
郡
九
よ
利
七
高
一
様
二
年
肥
前
名
越
屋
に
赴
く
途
上
病
に
縫
り
、
家
臣
一
っ
た
か
ら
、
家
康
は
之
を
嘉
し
、
十
嵐
石
を
奥
へ
て
一
繰
っ
て
ま
た
傷
つ
け
た
。
院
に
し
て
木
村
九
右
衛
門

.
石
を
分
か
ち
、
大
型
寺
に
治
せ
し
め
た
。
但
し
江
沼
一
篠
島
織
部
を
し
て
兵
を
督
せ
L
め
、
蹄
凶
の
後
十
ご
一
仕
ヘ
し
め
ん
と
し
た
が
、
利
政
は
そ
の
大
坂
に
奥
し
一
等
利
昌
を
疾
と
穂
し
、
興
に
采
ぜ
し
め
て
茅
町
の
邸

郡
の
う
ち
で
も
那
谷
村
は
利
常
の
領
で
あ
っ
た
。
利
一
周
十
九
日
今
石
動
に
夜
し
た
。
事
年
サ
六
。
法
脱
良
一
な
か
っ
た
理
闘
は
、
関
東
に
射
す
る
忠
節
の
震
で
は
一
に
蹴
っ
た
が
、
秀
親
の
従
医
は
未
だ
こ
の
こ
と
あ
る

治
が
初
度
の
入
部
の
何
時
で
あ
っ
た
か
は
不
明
の
岡
一
勝
院
光
等
正
恵
居
士
。
同
地
本
行
寺
に
葬
る
。
子
な
一
な
く
、
大
野
治
長
等
の
指
揮
に
従
ふ
を
欲
し
な
か
っ
一
を
知
ら
な
か
っ
た
。
同
日
午
刻
過
ぎ
幕
府
の
大
目
付

題
の
一
で
あ
る
。
徳
川
抑
制
記
に
よ
れ
ば
利
治
は
十
六
一
〈
、
系
即
ち
断
絶
し
た
0

・
一
た
に
図
る
と
稽
し
、
亦
そ
の
慾
恕
を
僻
し
た
。
寛
永
一
松
平
石
見
守
以
下
利
昌
の
底
に
臨
ん
で
訊
問
す
る
所

年
十
一
周
廿
六
日
登
管
欝
見
し
て
居
り
、
実
質
日
記
一
マ
へ
ダ
ト
シ
ヒ
ラ
前
田
利
平
大
型
寺
務
主
第
一
十
年
七
局
十
四
日
五
十
六
歳
を
以
て
京
師
に
卒
、
調
一
あ
り
、
次
い
で
夕
刻
石
川
主
殿
顕
の
家
に
移
し
て
幽

で
は
十
一
周
給
般
を
謝
し
、
十
七
年
初
に
は
院
に
大
一
十
一
代
。
前
田
利
之
の
五
男
、
母
は
延
部
院
。
文
政
一
昌
院
恰
伯
宗
飴
居
士
と
越
し
、
大
徳
寺
塔
頭
芳
春
院
一
閉
し
、
十
八
日
未
刻
を
以
て
死
を
賜
は
っ
た
o
享
年

連
寺
に
在
。
、
耐
し
て
同
年
十
周
叉
彦
勤
し
た
こ
と
一
六
年
十
二
局
廿
二
日
大
型
寺
に
生
ま
る
。
幼
名
鑑
七
一
に
葬
る
。
利
政
の
婆
を
蒋
と
い
ひ
、
部
生
氏
郷
の
女
一
サ
六
。
十
九
日
朝
下
谷
随
徳
寺
に
葬
り
、
法
駿
を
認

に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
れ
ば
入
部
は
十
六
年
十
三
思
に
一
郎
。
天
保
九
年
十
周
十
一
日
兄
利
極
の
益
子
と
な
一
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
三
年
四
用
京
師
に
麗
し
、
.
而
一
一
郎
院
織
鈴
紹
機
跨
士
と
い
う
た
。
こ
の
m
A
傷
の
報
の

相
湿
な
い
と
思
は
れ
る
が
、
さ
う
し
た
文
献
は
得
鑑
一
。
、
十
二
月
五
日
家
督
を
縞
ぎ
、
同
居
サ
八
日
従
五
一
し
て
そ
の
女
は
市
人
角
倉
奥
右
衛
門
に
鍛
し
、
男
は
一
大
型
寺
に
逮
し
た
の
は
サ
四
日
子
上
刻
で
、
切
腹
の

い
。
兎
に
角
十
七
年
十
周
十
二
日
江
戸
渡
潟
入
部
と
一
位
下
大
賊
少
輸
に
叙
任
、
十
二
年
十
二
用
十
六
日
従
一
朗
ち
三
左
衛
門
直
之
で
あ
っ
た
。
一
報
は
サ
八
日
で
あ
っ
た
。
利
昌
仁
慈
に
し
て
士
を
愛

す
る
三
蜜
記
は
談
謬
で
あ
る
。
正
保
三
年
十
二
用
晦
一
四
位
下
に
除
。
、
備
後
守
と
改
め
た
。
嘉
永
二
年
七
一
マ
へ
ダ
ト
シ
マ
ザ
前
田
利
昌

4
マ
ヘ
ダ
ト
シ
一
し
、
面
貌
優
綾
な
る
も
脊
カ
あ
り
、
側
室
は
あ
っ
た

日
利
治
侍
従
に
任
じ
、
高
治
三
年
四
局
サ
一
日
江
戸
一
万
七
日
大
型
寺
に
卒
し
、
入
用
十
九
日
愛
護
、
享
年
一
ハ
ル
前
田
利
春
。
一
が
、
子
女
は
な
か
っ
た
。
そ
の
封
は
一
時
牧
公
せ
ら

に
卒
し
た
。
享
年
四
十
コ

τ法
統
貸
住
院
機
霊
祭
周
一
サ
七
。
法
蹴
見
路
院
存
誠
洗
心
大
居
士
、
貫
性
院
に
一
守
へ
ダ
ト
シ
マ
サ
前
田
利
昌
大
型
寺
滞
烹
第
一
れ
た
が
、
四
局
十
二
日
改
め
て
児
利
直
に
返
還
せ
ら

大
居
士
。
大
器
寺
城
南
に
掠
り
、
宗
英
寺
を
移
し
て
一
一
興
る
。
利
.
平
は
患
を
好
み
、
弘
蹄
と
脱
し
た
。
一
ご
代
前
回
利
明
の
四
男
、
第
三
代
利
直
の
薦
。
母
は
一
れ
た
σ
〈
後
昭
和
ご
年
東
京
府
北
館
島
都
下
練
馬
の

貫
性
院
と
改
め
、
以
て
守
家
た
ら
し
め
た
。
後
大
正
一
マ
へ
ダ
ト
シ
マ
サ
前
田
利
政
前
回
利
家
の
次
一
慈
眼
院
。
貞
享
元
年
十
一
周
十
五
日
生
ま
る
。
沼
稽
一
鹿
徳
寺
附
鴎
基
地
に
改
葬
〉
。

十
三
年
ご
且
十
一
日
従
三
位
を
趨
服
せ
ら
れ
た
。
一
男
。
母
は
芳
春
院
。
天
正
六
年
尾
張
荒
子
に
生
ま
る
。
一
掃
部
・
采
女
。
元
珠
玉
年
七
周
九
日
新
聞
一
高
石
を
一
マ
ヘ
ダ
ト
シ
ミ
チ
前
田
利
議
・
大
型
寺
務
烹
第

マ
へ
ダ
ト
シ
ヒ
ザ
前
田
利
久
逝
都
議
人
。
前
一
幼
名
又
若
、
後
孫
四
郎
。
訴
は
利
正
に
も
作
る
。
文
一
利
直
か
ら
分
奥
せ
ら
れ
、
諸
侯
を
以
て
越
せ
ら
れ
た
一
五
代
。
前
回
利
章
の
嫡
男
、
母
は
桂
林
院
。
享
保
十

回
利
春
の
嫡
男
。
永
旅
三
年
突
の
後
を
受
け
て
、
尾
一
勝
二
年
九
用
従
四
位
下
に
叙
し
、
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
が
、
別
に
一
語
を
立
て
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
費
一
八
年
四
用
サ
四
日
江
戸
に
生
ま
る
。
幼
名
選
酒
丞
。

張
荒
子
城
を
領
し
、
勝
二
千
賀
を
食
ん
だ
が
、
十
一
二
能
鷲
口
部
の
一
部
に
封
ぜ
ら
れ
て
能
筆
侍
従
と
稽
し
一
永
六
年
正
用
十
日
将
軍
徳
川
網
苦
諸
じ
、
サ
ご
自
治
一
元
文
二
年
十
周
廿
七
日
封
を
製
ぎ
、
延
享
四
年
十
二

年
織
問
官
長
の
命
に
よ
り
、
家
を
潟
利
家
に
部
っ
た
。
一
た
が
、
こ
の
時
の
知
行
商
は
明
ら
か
で
な
い
。
利
家
一
骸
上
野
寛
永
寺
に
入
り
、
サ
八
日
期
間
聞
に
移
。
、
サ
一
周
十
九
日
従
五
位
下
登
岐
守
に
叙
任
、
箆
延
ご
年
五

利
久
荒
子
を
去
っ
て
後
十
数
年
、
利
家
の
金
禅
に
治
一
老
臣
民
辿
飽
・
村
井
長
次
・
高
山
長
男
・
不
破
鹿
網
等
一
九
日
か
ら
法
要
が
初
っ
た
。
時
に
勅
使
下
向
し
、
利
一
周
サ
七
日
初
め
て
入
部
、
三
年
四
周
サ
五
日
術
後
守

す
る
に
及
ん
で
、
文
来
仕
し
て
旅
七
千
石
を
受
け
た
。
一
を
之
に
殺
せ
し
め
た
。
慶
長
ご
年
七
用
利
政
七
尾
誠
一
昌
は
大
和
柳
本
務
主
織
田
段
物
秀
親
そ
の
他
と
共
に
一
に
改
め
、
質
勝
四
年
十

=
n十
八
日
従
四
位
下
に
陀

利
久
擢
和
優
柔
で
あ
っ
た
が
、
利
家
は
阿
見
と
し
て
一
に
移
り
住
み
、
四
年
三
局
サ
一
日
利
家
の
養
老
封
中
一
接
倖
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
局
十
六
日
勅
使
が
綱
吉
の
一
旬
、
安
永
七
年
五
周
サ
五
日
致
仕
、
七
局
四
日
遠
江

常
に
之
を
重
ん
じ
て
ゐ
た
。
天
正
十
五

八
O
四
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